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成
人
の
日
1
7
4
人
が
人
生
の
新
し
い
門
出
迎
え
る

成
人
の
日
の
1月
14日

、
中
央
公
民
館
で
平
成
20年

成
人
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
県
内
で
行
わ
れ
た
成
人
式
は
唯
一
雫
石

町
だ
け
。
マ
ス
コ
ミ
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
囲
む
中
、
振
り
袖
や
ス

ー
ツ
姿
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
は
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
と
も
に

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
6～
7ペ
ー
ジ
）

平
成
20 年
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不
当
な
請
求
が
横
行
し
て
い
ま

す
。
使
用
し
た
覚
え
が
な
け
れ
ば
、

恐
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連

絡
を
取
ら
ず
に
無
視
し
ま
し
ょ

う
。
心
配
な
人
は
す
ぐ
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

「
税
金（
ま
た
は
医
療
費
、
年
金

な
ど
）の
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」

と
い
う
電
話
が
…

ケ
ー
ス
１
　
振
り
込
め
詐
欺

「
す
ご
く
も
う
か
る
話
が
あ
る

ん
だ
け
ど
」と
い
う
先
輩
か
ら

の
誘
い
が
…

ケ
ー
ス
３
　
マ
ル
チ
商
法

「
あ
な
た
が
使
用
し
た
出
会
い

系
及
び
ア
ダ
ル
ト
画
像
サ
イ
ト

で
発
生
し
た
料
金
が
未
納
と
な

っ
て
い
ま
す
。
大
至
急
ご
連
絡

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
当
社

独
自
の
方
法
で
身
辺
の
調
査
を

し
て
強
制
的
に
ご
自
宅
ま
た
は

勤
務
先
に
お
伺
い
す
る
処
置
を

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
大
至
急

ご
連
絡
下
さ
い
」と
い
う
メ
ー

ル
が
… ケ

ー
ス
２
　
架
空
請
求

公
的
機
関
の
職
員
を
か
た
り

「
税
金
が
還
付
に
な
る
」「
国
民
健

康
保
険
の
医
療
費
が
還
付
に
な

る
」
な
ど
と
電
話
を
か
け
て
き
て

銀
行
口
座
、
残
高
、
住
所
、
氏
名
、

携
帯
電
話
番
号
な
ど
を
聞
き
出

し
、
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現

金
自
動
預
払
機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）か
ら
特

定
の
口
座
に
金
を
振
り
込
む
よ
う

電
話
で
誘
導
す
る
手
口
で
す
。

安
易
に
誘
い
に
乗
っ
て
は
い
け

友
人
、
知
人
を
勧
誘
し
て
新
た

な
会
員
を
紹
介
し
た
り
、
商
品
を

売
っ
た
り
す
る
と
も
う
か
る
と
言

ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま

し
ょ
う
。

ど
う
し
よ
う
…

だ
ま
さ
れ
た
？

い
つ
の
間
に
…

悪
質
商
法
や
多
重
債
務
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
他
人
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
消
費
者
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
が
多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
お
金
の
借
り
入
れ

シ
ス
テ
ム
が
便
利
に
な
っ
て
い
る
社
会
環
境
で
は
だ
れ
も
が
悪
質
業
者
に
狙
わ
れ
た
り
、
多
重
債

務
に
陥
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
心
豊
か
で
安
心
な
毎
日
を
送
る
た
め
、
悪
質
商
法
や

多
重
債
務
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、
常
に
新
し
い
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
生
活
の
す
ぐ
そ
ば
に

悪
質
商
法
は
潜
ん
で
い
ま
す

こ
ん
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た

テ
レ
ビ
や
新
聞
で「
架
空
請
求
」な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
も
他
人
事

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
の
生
活
の
す
ぐ
そ
ば
に
悪
質

商
法
は
潜
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
悪
質
商
法
の
情
報
を
共
有
し
家

庭
や
地
域
か
ら「
悪
質
商
法
に
負
け
な
い
町
」に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
る
相
談
事
例
の
中
か
ら

特
に
目
立
つ
事
例
を
紹
介
し
ま

す
。
こ
れ
以
外
に
も
随
時
、
新
聞

な
ど
で
新
し
い
被
害
ケ
ー
ス
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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「
病
気
が
治
る
」な
ど
と
薬
事
効

果
を
う
た
っ
て
健
康
食
品
な
ど
の

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
す
る
商

法
で
す
。
医
薬
品
で
な
け
れ
ば
薬

事
効
果
を
う
た
う
こ
と
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
Ｓ
Ｆ（
催
眠
）商
法
】
日
用
品
な
ど

を
タ
ダ
同
然
で
配
り
、
締
め
切
っ

た
会
場
に
人
を
集
め
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
て
、
高
額
な
商
品
を
売
り

つ
け
る
商
法
。

例
▼
ふ
と
ん
、
電
気
治
療
器
な
ど

【
点
検
商
法
】
無
料
や
安
価
で
「
点

検
」
を
申
し
出
て
、
「
危
険
な
状

態
」「
修
理
が
必
要
」
と
不
安
を
あ

お
り
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り

つ
け
る
商
法
。

例
▼
消
火
器
、
ふ
と
ん
、
シ
ロ
ア

リ
駆
除
、
家
屋
の
補
強
工
事
な
ど

【
か
た
り
商
法
】
公
的
機
関
や
有
名

企
業
の
職
員
と
思
わ
せ
る
そ
ぶ
り

で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け

る
商
法
。

例
▼
消
防
署
職
員
の
名
を
か
た
り

「
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
た
の
で
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

装
置
を
つ
け
た
ほ
う
が
い
い
」
と

言
わ
れ
て
、
高
額
な
装
置
を
買
わ

さ
れ
た
。

【
内
職
商
法
】
内
職
を
う
た
っ
て
、

何
ら
か
の
不
要
な
商
品
を
購
入
さ

せ
た
り
、
代
理
店
契
約
や
加
盟
料

を
支
払
わ
せ
た
り
す
る
商
法
。

例
▼
チ
ラ
シ
配
布
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

多
重
債
務
が
社
会
問
題
に

「
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ
に
な
り
ま

す
」
と
い
う
健
康
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
を
買
っ
た
け
ど
…

ケ
ー
ス
４
　
薬
効
を
う
た
っ
た
勧
誘

そ
の
他
に
も
こ
ん
な
事
例
が
…

図１）自己破産の原因と年代

自己破産した原因は生活苦・低所得、負債の返済（保証以外）、保証債務・第三者の債務肩代わり、病気・医療費、
事業資金、失業・転職などとなっています。また破産申立者の年代構成を見ると30－50代が多くなっています。

（日本弁護士連合会消費者問題対策委員会「2005年破産事件記録調査」より）

破産原因
（％）

生活苦・低所得
24.47

病気・医療費
9.06

失業・転職
7.17負債の返済（保証以外）12.78

浪費・遊興費 2.79

ギャンブル 1.34

住宅購入 4.27
冠婚葬祭 0.93

教育資金 3.24

名義貸し 1.62

生活用品の購入 3.20

その他 6.82

投資（株式、会社権、不動産など）0.31

保証債務・第三者の
債務肩代わり 9.92

給料の減少
4.65事業資金

7.41

30歳代 23.95

40歳代 23.87

50歳代 22.04

60歳代 14.20

70歳以上 3.05

不明 0.09

20歳代 12.80

破産申立者
の年代構成
（％）

い
大
量
に
商
品
を
買
わ
せ
る
な
ど

の
手
口
で
す
。
友
情
や
信
頼
関
係

を
失
い
自
ら
も
加
害
者
と
な
る
こ

と
も
あ
り
、
被
害
者
が
二
十
歳
代

に
多
い
商
法
で
す
。
簡
単
に
も
う

か
る
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
甘
い
話

を
信
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
や
リ
ボ
払
い
な
ど
の
機
能
が
つ
い
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
街
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
。

生
活
が
便
利
に
な
っ
た
現
代
に
お
け
る
「
多
重
債
務
」
は
借
り
た
人
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
借
金
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
る
社
会
全
体
の

問
題
で
す
。

お
金
を
借
り
や
す
い
環
境
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
収
入
と
支
出
を

し
っ
か
り
把
握
し
た
、
生
活
設
計
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

岩
手
県
立
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

で
受
け
た
借
金
の
相
談
件
数
は
、

平
成
十
六
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾

向
を
示
し
て
い
ま
す
が（
次
頁
表

１
参
照
）、
上
限
金
利
の
引
き
下

げ
や
過
剰
貸
し
付
け
の
抑
制
な

ど
、
貸
金
業
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
相
談
件
数
が
増
え
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

多
重
債
務
は
金
銭
管
理
が
苦
手

な
人
だ
け
が
陥
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
多
重
債
務
に
陥
る
主
な

要
因
は
、
も
と
も
と
所
得
が
低
く

生
活
費
を
補
填
す
る
た
め
に
借
り

る
ケ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、
借
金
を

返
す
た
め
に
他
か
ら
借
り
て
返
し

た
り
連
帯
保
証
人
債
務
を
肩
代
わ

り
し
た
り
な
ど
で
多
重
債
務
に
陥

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

破
産
申
立
者
の
年
代
構
成
を
見

る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
教
育
費
な

ど
の
負
担
が
大
き
い
三
十
｜
五
十

歳
代
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
下

図
１
参
照
）。

増
加
が
予
想
さ
れ
る
多
重
債
務
の
相
談
件
数
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消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は

早
め
に
相
談
！

表１）借金問題にかかる相談件数
※岩手県立県民生活センター調べ。（ ）内は相談件数のうち多重債務相談の件数

平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年

雫石町分 122（21） 180（9） 242（19） 149（14） 134（22）

岩手県（合計）10,353（1,686） 16,377（1,726）18,780（1,394）12,425（1,287）10,676（1,254）

契
約
は
原
則
と
し
て
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
突

然
の
勧
誘
や
し
つ
こ
い
勧
誘
な
ど

に
よ
り
、
消
費
者
が
冷
静
な
判
断

が
で
き
な
く
な
り
契
約
を
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

消
費
者
に
一
定
の
期
間
（
頭
を

冷
や
し
て
考
え
直
す
時
間
）
を
与

え
、
こ
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条

件
に
契
約
を
解
除
（
ま
た
は
申
し

込
み
の
撤
回
）
で
き
る
よ
う
に
し

悪
質
商
法
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

た
も
の
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
で
す
。

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
な
ど
特

定
の
取
引
方
法
で
契
約
を
し
た
場

合
、
指
定
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
権

点検させて
もらいますよ

利
に
つ
い
て
は
契
約
し
た
日
を
含

め
て
八
日
以
内（
マ
ル
チ
商
法
な

ど
に
よ
る
契
約
は
二
十
日
以
内
）

で
あ
れ
ば
、
無
条
件
に
契
約
を
解

除
で
き
る
制
度
で
す
。

「
悪
質
業
者
に
だ
ま
さ
れ
た
か
も
」「
借
金
の
返
済
に
困
っ

て
い
る
」
な
ど
の
消
費
ト
ラ
ブ
ル
は
、
早
め
の
相
談
が
肝

心
で
す
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩

ま
ず
に
相
談
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
を

悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

●その商品やサービスは本当に必要ですか？
甘く巧みな言葉でその気にさせられますが、契約前によく考

えましょう。特定の取引方法で商品やサービスを購入、契約し
た場合、クーリング・オフ制度での契約解除も可能です。
●「いりません」「必要ありません」
断るときは、あいまいな返事をせず、はっきりと断言しまし

ょう。電話はできるだけ早く切りましょう。
●甘い話を鵜呑みにしない
うますぎる話は、即決、即答してはいけません。
●ハンコを押す前に契約内容を書面で確認
業者が説明した内容が記載されているか必ず確認を。
●クレジット契約も慎重に
自分の収入と月々の返済額を比べてください。クレジットを

組んでまでもほしいものですか？クレジットの利用が原因で多
重債務に陥るケースもあります。
●新しい情報や詳しい情報をチェックする
専門機関のホームページには常に悪質商法に関する新しい情

報が掲載されています。また、インターネットメールを活用し
た情報の発信を利用してみるのもよいでしょう。
○国民生活センター�http://www.kokusen.go.jp/
○いわてモバイルメール�http://www.pref.iwate.jp/̃hp0212/mobile-mail/
※岩手県が発行する悪質商法の情報やその他の生活情報などをメールで配
信するサービス

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
は

必
ず
書
面
で
行
い
ま
す
。
は
が
き

に
解
約
の
旨
を
書
き
、
両
面
コ
ピ

ー
し
て
、
配
達
記
録
郵
便
で
送
付

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
必
ず
書
面
で

し
、
送
っ
た
証
拠
を
残
し
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て
い
る

場
合
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
も

同
様
の
内
容
で
送
付
し
ま
す
。

雫
石
町
は
、
盛
岡
広
域
の
八
市

町
村（
盛
岡
市
、
八
幡
平
市
、
雫

石
町
、
葛
巻
町
、
岩
手
町
、
滝
沢

村
、
紫
波
町
お
よ
び
矢
巾
町
）と

「
悪
質
商
法
に
負
け
な
い
！
盛
岡

広
域
チ
ー
ム
」
を
結
成
し
、
消
費

生
活
相
談
、
悪
質
商
法
に
負
け
な

い
た
め
の
啓
発
や
多
重
債
務
相
談

な
ど
に
つ
い
て
、
各
市
町
村
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】

①
雫
石
町
役
場
商
工
観
光
課
商
工

労
政
グ
ル
ー
プ

�
６
９
２
・
２
１
１
１
（
内
２
５

７
）
相
談
受
付
時
間：

平
日
八
時

三
十
分
〜
十
七
時
十
五
分

②
岩
手
県
立
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

�
６
２
４
・
２
２
０
９
（
相
談
専

用
）
相
談
受
付
時
間：

平
日
九
時

〜
十
七
時
三
十
分
、
土
・
日
曜
日

十
時
〜
十
六
時
　
※
祝
日
・
年
末

年
始
は
休
み
ま
す
。
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多
重
債
務
の
相
談
を
受
け
た
各

相
談
機
関
で
は
、
法
律
専
門
家
を

紹
介
す
る
な
ど
、
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
取
り
立
て
が
止
ま
り
ま
す

弁
護
士
な
ど
か
ら
借
金
整
理
を

行
う
依
頼
を
受
け
た
旨
の
通
知
が

送
付
さ
れ
た
り
、
裁
判
所
に
自
己

破
産
や
特
定
調
停
の
申
し
立
て
を

し
た
り
す
る
と
貸
金
業
者
か
ら
の

取
り
立
て
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。

利
息
の
再
計
算
で
借
金
が
減
額

利
息
制
限
法
で
定
め
ら
れ
た
金

利（
年
一
五
〜
二
〇
％
）を
超
え
た

金
利
で
の
借
入
れ
は
、
法
律
専
門

家
に
依
頼
し
利
息
の
再
計
算
を
す

る
こ
と
に
よ
り
残
債
務
が
圧
縮
さ

れ
ま
す
。
取
り
引
き
期
間
が
長
期

の
場
合
、
払
い
過
ぎ
の
利
息
が
返

還
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

弁
護
士
の
費
用
も
「
民
事
法
律
扶

助
」を
利
用
で
き
ま
す

資
力
の
乏
し
い
人
が
弁
護
士
や

裁
判
の
費
用
な
ど
が
必
要
と
な
っ

た
と
き
に
、
費
用
の
立
て
替
え
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
民
事
法

律
扶
助
」
の
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
民
事
法
律
扶
助
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
】
法
テ
ラ
ス
岩
手
（
�
０

５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
４
８
）

「
消
費
者
救
済
資
金
貸
付
制
度
」が

利
用
で
き
ま
す

雫
石
町
を
は
じ
め
、
県
内
の
三

十
四
市
町
村
が
提
携
し
て
い
る

「
消
費
者
救
済
資
金
貸
付
制
度
」

で
、
債
務
整
理
に
必
要
な
資
金
の

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
融
資
条
件
あ
り
）。

【
消
費
者
救
済
資
金
貸
付
制
度
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
】
岩
手
県
消

費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
（
�
６

５
３
・
０
０
０
１
）

自
己
破
産
す
る
と
…

一
定
の
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、

免
責
が
決
定
さ
れ
れ
ば
早
期
に
借

金
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。
所
有
す

る
財
産
を
換
金
し
て
返
済
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
日
常
生
活
に

必
要
な
も
の
は
確
保
で
き
ま
す
。

戸
籍
や
住
民
票
に
自
己
破
産
し
た

資
料
協
力：

岩
手
県
立
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
盛
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

参
考
資
料：

内
閣
府
発
行
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」
知
る
ぽ
る
と
金
融
広
報
中
央
委
員
会
発
行
「
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
！
」、
岩
手
県
立
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行
「
岩
手
県
く
ら
し
の
ひ
ろ
ば
２
０
０
７
　
№
３
５
５
」

○
返
済
で
き
る
計
画
が
立
た
な
い

お
金
は
借
り
な
い

○
金
利
、
手
数
料
、
毎
回
の
支
払

額
、
支
払
総
額
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク

○
限
度
額
ま
で
だ
か
ら
と
、
安
易

に
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
し
な
い

○
安
易
に
借
金
の
保
証
人
に
な
ら

な
い

○
借
金
の
た
め
の
借
金
は
し
な
い

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
気
を
付
け
る
こ
と

多
重
債
務
の
解
決
方
法

●任意整理
裁判所を通さず、弁護士や司法書

士に依頼し、利息の再計算を行って
残債務額や返済方法を決める。
●特定調停
簡易裁判所に申立てを行い調停に

より残債務額や返済方法を決める。
●個人再生
地方裁判所に個人再生の申立てを

して認可された再生計画案に基づ
き、原則3年以内で支払うことで元
本の一部が減免される（住宅維持も
可能）。
●自己破産
地方裁判所に自己破産申し立てを

し、宣告を受ける。その後、免責申
し立ての決定を受ければ債務が免除
される。ギャンブルや浪費などでの
借金の場合、免責されないことがあ
る。

こ
と
が
記
載
さ
れ
る
な
ど
の
誤
解

を
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多重債務・借金相談会を開催
町では3月に相談会を開催します。一人で悩まず、ま

ずは相談してください。きっと解決の糸口が見つかりま
す。また、多重債務や借金の問題を解決させたのちの生
活に関する支援も、町の福祉担当や納税担当など、各課
で連携して取り組んでいます。気軽にご相談ください。
【日時】3月18日（火）13：30～16：30（受付13：00～
15：30）
【場所】雫石町中央公民館
【内容】雫石町内在住の人を対象に岩手県消費者信用生
活協同組合の相談員が、多重債務・借金問題に関する悩
み・相談について、解決に向けたアドバイスを行います。
相談は無料です。※1件あたり1時間程度。要予約。
【持ち物】債務の内容がわかる書類（借用書、金融消費
貸借契約書、金融会社に支払った領収書など）、所得が
わかる書類（源泉徴収票など）
【申し込み期限】3月17日（月）
【申し込み・問い合わせ先】
町役場商工観光課商工労政グループ　�692－2111
（内257）

多
重
債
務
問
題
は
法
律
専
門
家
が
お
手
伝
い

お任せください！

○
紹
介
屋
、
買
取
屋
、
整
理
屋
な

ど
の
甘
い
宣
伝
文
句
の
広
告
や
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
注
意
す
る

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
安
易
に

利
用
し
な
い

○
生
活
設
計
を
立
て
、
日
々
の
暮

ら
し
に
必
要
な
お
金
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
備
え
、
教
育
や
老
後
資

金
な
ど
を
考
え
て
お
く
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本
町
の
「
大
人
の
仲
間
入
り
」
を
祝

う
平
成
二
十
年
成
人
式
は
一
月
十
四

日
、
中
央
公
民
館
野
菊
ホ
ー
ル
で
行

い
ま
し
た
。
新
成
人
は
お
祝
い
や
激

励
の
言
葉
を
受
け
二
十
歳
を
自
覚
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
期
待
と
不
安
を
胸
に
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

今
年
の
本
町
の
成
人
者
は
二
百
四

十
二
人
で
、
式
に
は
百
七
十
四
人
が

出
席
。
今
年
も
昨
年
と
同
様
に
成
人

式
実
行
委
員
会
の
協
力
を
得
て
行
わ

れ
、
同
実
行
委
の
木
村
真
規
子
さ
ん

（
上
春
木
場
）が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

式
で
は
、
中
屋
敷
十

た
て
お

町
長
が
「
成

人
式
は
人
生
に
お
け
る
大
き
な
節
目

に
あ
た
り
ま
す
。
若
さ
と
知
恵
と
行

動
力
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実

現
に
向
け
て
行
動
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
今
輝

き
を
放
つ
若
さ
と
情
熱
を
自
分
の
た

め
に
も
、
も
ち
ろ
ん
地
域
の
た
め
に

も
生
か
し
て
い
た
だ
き
、
郷
土
雫
石

が
よ
り
豊
で
住
み
よ
い
町
に
な
っ
て

い
く
た
め
の
担
い
手
と
な
っ
て
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
、
平
子
忠
雄
町
議
会
議

長
、
大
宮
惇
幸
県
議
会
議
員
の
祝
辞

と
続
き
ま
し
た
。

続
い
て
成
人
者
を
代
表
し
て
小
田

愛
美

め
ぐ
み

さ
ん（
長
根
出
身
）が
「
自
由
や
権

利
を
獲
得
し
た
裏
に
は
義
務
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
社
会
的

責
任
を
強
く
自
覚
し
、
社
会
の
形
成

者
と
し
て
一
翼
を
担
っ
て
参
り
ま
す
。

今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
父
母
を
は
じ

め
、
関
わ
っ
て
き
た
多
く
の
人
た
ち

に
感
謝
し
ま
す
」
と
二
十
歳
の
決
意
を

述
べ
た
後
、
全
員
で
雫
石
町
民
歌
を

合
唱
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
雫
石
地
区
の
ほ
か
西

山
、
御
所
、
御
明
神
は
三
地
区
合
同

に
よ
り
記
念
撮
影
。
男
性
の
り
り
し

い
袴
姿
や
ス
ー
ツ
、
女
性
の
色
鮮
や

か
な
振
り
袖
姿
が
会
場
の
雰
囲
気
を

御明神・御所・西山地区新成人

夢
と
希
望
を
胸
に
新
た
な
一
歩
踏
み
出
す
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よ
り
一
層
華
や
か
に
し
、
新
し
い
門

出
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

式
終
了
後
同
館
大
会
議
室
で
同
実

行
委
員
会
主
催
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
催
さ
れ
、
中
学
校
時
代
の
恩
師

を
招
い
て
懇
談
。
新
成
人
ら
は
始
終

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
大
人
の
自

覚
を
胸
に
し
な
が
ら
記
念
と
な
る
日

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
で
も
同
級
生
た
ち
の
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
歓
声
が
わ
き
、
記
念

写
真
を
撮
っ
た
り
す
る
な
ど
お
互
い

に
親
交
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

雫石地区新成人

記念撮影などで盛り上がった式場内

司会進行を務めた木村さん 決意を述べる小田さん

新成人のひとこと
成人式に寄せられた「新成人のひ
とこと」の一部をご紹介します。

○これからもいっぱい笑って過ごし
ていきたいです。 （躑躅森和葉さん）

○今大学2年。将来の目標に向か
い頑張っているところです。弱い
者の味方になれる職につきたいと
思っています。 （三浦聡之さん）

○家族に周囲に、自分に恥ずかしく
ない大人になりたいです。

（武田奈美恵さん）

○社会人になって2年目。成人もし
たので、大人としての自覚ととも
に責任感も持っていきたいです。
今後も雫石町貢献のために仕事頑
張ります�　　　　（左近真里奈さん）
○社会人の一員として、現在の仕事
に誇りをもち、前進して行きたい
と思います。 （藤原翔吾さん）

○人とのつながりを大切にできる人
間になりたいです。（五十嵐美幸さん）
○自分はまだ子どもだからという周
囲への甘えをいち早く捨て、甘え
られる側にまわれるよう確たる自
己を確立したいです。（上田一生さん）
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事
業

と
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
た

め
の
自
治
会
や
行
政
区
、
地
域
公
民
館

な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
づ
く
り

を
支
援
す
る
も
の
で
、
組
織
活
動
に
必
要

な
交
付
金
を
年
度
ご
と
に
交
付
し
ま
す
。

交
付
に
あ
た
っ
て
は
基
本
活
動
事
業

の
「
自
主
防
災
活
動
事
業
」
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
須
で
す
。
そ
の
う
え
で
選
択

活
動
事
業（
地
域
福
祉
活
動
事
業
、
納
税

町では、地域が持っている潜在的な活力を発揮し
て町全体の活力を増進するため、地域コミュニティ
形成推進事業を実施しています。今回は、事業のあ
らましと結成団体の活動状況などをお伝えします。

推
進
活
動
事
業
、
環
境
整
備
活
動
事
業
、

そ
の
他
活
動
事
業
）の
中
か
ら
選
択
し
て

追
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
自
主
防
災
活
動
だ
け
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

交
付
金
の
使
い
道
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
、
推
進
に
役
立
つ
費
用
で

あ
れ
ば
、
活
用
方
法
は
自
由
で
す（
交
付

金
額
は
表
１
参
照
）。
な
お
交
付
金
と
は

別
に
、
こ
の
事
業
へ
の
取
り
組
み
初
年

度
に
限
り
自
主
防
災
活
動
用
の
防
災
資

機
材
を
そ
の
団
体
の
世
帯
数
に
応
じ
現

物
支
給
し
ま
す（
表
２
参
照
）。

交付金額は、自主防災活動事業を含め４活動事業を上限額とします。

表1）各活動事業の内容と交付金単価

表2）自治会などの世帯数と金額、
防災資機材の種類

自
治
会
組
織
な
ど
の

結
成
・
活
動
を
お
手
伝
い

地
域
の
安
全
は
地
域
の

つ
な
が
り
強
化
か
ら

私
た
ち
の
町
は
こ
れ
ま
で
、
近
所
を

思
い
や
り
、
互
い
に
助
け
合
う
心
に
支

え
ら
れ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
地
域
の
結
び

つ
き
が
弱
ま
り
、
子
ど
も
や
高
齢
者
が

犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
り
、
災
害
発
生

時
の
対
応
が
危
惧
さ
れ
た
り
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
町
で

は「
結
い
っ
こ
」と
呼
ば
れ
る
地
域
の
つ
な

が
り（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）の
重
要
性
を
認

識
し
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事

業
を
実
施
。
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に

町
全
域
の
参
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
地
域
が
抱
え
る
課
題
を

解
決
す
る
き
っ
か
け
と
し
、
か
つ
地
域

の
「
結
い
っ
こ
」
を
太
く
た
く
ま
し
い
も

の
に
し
て
も
ら
う
た
め
、
町
が
地
域
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
も
の
で
す
。

区分（活動事業の内容） 交付金単価（年額）
均等割交付額 1団体当たり50,000円
自主防災活動事業（必須） 1世帯当たり500円
（自主防災活動体制づくりなど）

地域福祉活動事業 1世帯当たり500円
（ひとり暮らし高齢者などの見守り、子ども

の安全見守り活動など）

納税推進活動事業 口座振替実施世帯
（口座振替推進活動など） 1世帯当たり500円
環境整備活動事業 1世帯当たり500円
（公民館等の環境美化・ごみ集積所清掃など）

その他活動事業 1世帯当たり500円
（その他コミュニティ形成に貢献する活動）

世帯数 金額
1～99世帯 ～200,000円
100～199世帯 ～250,000円
200世帯～ ～300,000円

■…基本活動事業　■…選択活動事業

【100世帯で構成された自治会の交付金算定例】
●基本活動事業の自主防災活動事業だけ取り組んだ場合の交付金額
5万円（均等割交付額）
＋500円（自主防災活動事業単価）×100世帯＝10万円

●基本活動事業に追加して地域福祉活動事業にも取り組んだ場合の交付金額
5万円（均等割交付額）
＋500円（自主防災活動事業単価）×100世帯
＋500円（地域福祉活動事業単価）×100世帯＝15万円

地域のつながり深めるため行われた天瀬の疫病祭り

防災資機材の種類
自主防災組織のぼり旗（※）、油圧ジャッキ（※）、消
火器、発電機、担架、救急セット、給水タンク　他
※印は、防災資機材の選定の際、必ず含めていた
だかなければならない物です。資機材の詳細を掲
載した「防災資機材カタログ」を用意しています。
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【登録団体の状況】
これまでに、町内全74行政区のうち、31団体（全体の約42％）が
登録しています。また、町内全5,413世帯（平成20年1月28日現在、
配布物依頼数として行政区長から申し出のあった数）のうち、
2,399世帯（全体の約44％）が加入し、地域コミュニティ活動に励
んでいます。
昨年、町で実施したアンケートによると来年度、さらに12行政
区がこの事業に取り組む予定があるとしています。

説明会開催希望受け付け中
町では、行政区などからの要望に応じて、

コミュニティ組織づくりのための説明の場を
設けています。
「もっと詳しく知りたい」「興味はあるが

どうしたら良いのかわからない」などお聞き
になりたいことがありましたなら、気軽に町
役場住民課へご連絡ください。説明会の曜日
や時間、場所などは問いません（日程が他の行
政区などと重複した場合は、調整します）。
説明資料は町役場で用意します。

※平成20年度からこの事業の取り組みを希望す
る自治会などの登録受け付けは、4月1日から開
始します（19年度の登録受け付けは終了していま
す）。
�町役場住民課　�692－2111（内線113）

よりたくましい「結いっこ」形成へ
既存団体と役場担当者が懇談
これまでに登録した31団体と役場各活動事

業担当者が昨年12月6日、中央公民館で懇談し、
活動状況や今後の地域コミュニティのあり方
について話し合いました。
懇談では、町が地域コミュニティ団体から

寄せられた「地域の災害危険箇所」情報を防
災マップに反映させる予定であること、活動
によりごみの排出状況が改善されてきている
ことなどを報告し、各団体が活動内容や課題
などを述べました。

主
な
手
続
き
の
流
れ

※町では手続きに必要な書類や電子データを用意しています。
書類作成のお手伝いもしますので、ご相談ください。

町
が
団
体
を
登
録

町
に
登
録
を
申
請（
組
織
名
、

規
約
、活
動
内
容
な
ど
）

交
付
金
を
請
求

（
請
求
時
期
は
活
動
事
業
実

施
前
で
も
可
能
）

活
動
事
業
の
実
施

（
日
誌
や
写
真
で
内
容
を
記

録
）

����

活
動
実
績
を
報
告

各団体から報告された活動状況より
大村地区自主防災福祉振興会の状況

私たちの地域は、中心市街地から離れている
ことから、初期消火活動に重点を置くことにし、
初期消火訓練などを中心に自主防災訓練を行っ
ています。19年はおよそ20本の消火器を用意
し、40人以上が参加して訓練を行いました。
いざという時は慌ててしまい、とっさに操作す
ることは難しいので、貴重な体験となりました。
秋に発生した豪雨災害の際には、消防団員の

ほか一般の若い人たちから年配の方々まで集ま
り、大型ダンプ1台分の砂を30分もかからない
時間で土のうに詰めました。自主防災会の存在
があったからこそ、被害を最小に食い止めるこ
とができたと思います。
納税推進活動では事務局が独自にチラシを発

行しています。現在7号を数えました。口座振
替世帯数を知り、最初その少なさに驚きました
が、活動により数世帯増やすことができました。
これからも50％、さらに100％を目指し、口
座振替世帯数が少しずつでも増えればよいと思
います。

◆町内の登録団体一覧
※世帯数は登録申請時の申告数に基づいた数
※各活動事業略称�自主防災…防、地域福祉…福、納税推進…税、環境整備…環

登録団体名 行政区名（世帯数・活動事業）
高前田一区自治会 高前田一区（104・防、福、税）
高前田二区行政区自治会 高前田二区（149・防）
上町三町内会 上町三（142・防、福、環）
中町一自治会 中町一（125・防）
谷地地域公民館 雫石谷地（85・防）
晴山地域公民館 晴山（256・防、福、税、環）
東町自治会 東町（250・防）
鴬宿自治会 鴬宿（107・防）
大村地区自主防災福祉振興会 馬場・大村・男助（105・防、福、税、）
赤滝自治会 赤滝（56・防、税）
桝沢地区自治会 桝沢（90・防、福、税、環）
矢用自治振興会 矢用（40・防、福、税、環）
安庭公民館 安庭（105・防、福、税、環）
町場会 町場（20・防、税）
九十九沢コミュニティ 九十九沢（19・防）
第五区地域公民館コミュニティ 五区（79・防、福、税）
第六区公民館 六区（37・防、税、環）
七区自治会 七区（47・防、福、税、環）
八区自治会 八区（76・防、福、税、環）
小松行政区自治会 小松（91・防、福、税、環）
しのざき自治会 篠崎（64・防、福、税、環）
西根谷地公民館 西根谷地（30・防、税）
駒木野公民館 駒木野（78・防、税、環）
小赤沢結いの会 小赤沢（15・防、福、税、環）
滝沢行政区自治会 滝沢（28・防、福、税、環）
天瀬自治会 天瀬（37・防、福、税、環）
中南公民館 中南（36・防、福、税、環）
黒沢自治会 黒沢（31・防、福、税、環）
横欠自治会 横欠（42・防、福、税）
上和野自治会 上和野（32・防、福、税、環）
上野沢自治会 上野沢（23・防、環）
計　31団体 2,399世帯・防31、福19、税23、環18
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あ
な
た
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に

平
成
十
八
年
中
に
住
宅
火
災
で
亡
く

な
っ
た
人
の
う
ち
、
六
割
以
上
の
人
が

「
逃
げ
遅
れ
」が
原
因
で
命
を
落
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た「
逃
げ
遅
れ
」が
多
い
理

由
と
し
て
夜
間
就
寝
中
に
火
災
が
発
生

し
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
も
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
よ
り
早
く

気
付
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
早
い
避
難

が
可
能
と
な
り
、
命
が
助
か
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
は
火
災
発
生
を
素
早
く
知
ら
せ
る
効

果
的
な
手
段
で
す
。
警
報
器
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
万
が
一
の
時
に
逃
げ
遅

れ
る
可
能
性
が
低
く
な
り
ま
す
。

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
の
は
寝
室

と
一
階
以
外
に
寝
室
が
あ
る
場
合
の
階

段
で
す（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）。
ま
た
、
設

置
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
台
所
な

ど
火
を
使
用
す
る
場
所
に
も
防
火
安
全

上
、
設
置
が
望
ま
れ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
警
報
音
や

音
声
で
火
災
を
知
ら
せ
る
も
の
、
二
台

以
上
の
接
続
に
よ
り
相
互
に
警
報
を
発

す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
感
知
方

式
は
、
煙
に
反
応
す
る
「
煙
式
」
と
熱

に
反
応
す
る
「
熱
式
」
の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
。
寝
室
や
階
段
に
は
「
煙
式
」

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
煙
が
出
や
す
い
台
所
に
は
「
熱

式
」
が
適
し
て
い
ま
す
。
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
な
ど
が
あ
る
場
合
、
設
置
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
盛
岡
西
消
防
署

雫
石
分
署（
�
６
９
２
・
３
２
１
５
）に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
機
種
が
あ
り
ま
す
が
、
一
個
四
千
円

か
ら
一
万
三
千
円
程
度
の
も
の
が
一
般

的
で
す
。
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
な
ど

で
、
市
場
価
格
よ
り
高
額
で
販
売
す
る

悪
質
業
者
が
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
規

定
の
性
能
を
有
し

な
い
製
品
を
無
理

に
売
り
つ
け
る
ケ

ー
ス
も
多
発
し
て

い
ま
す
。
国
の
技
術
基
準
に
適
合
し
、

日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
に
合
格
し

た
製
品
に
は
鑑
定
マ
ー
ク（
右
図
）が
つ

い
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
設
置
が
必
要
な
の
？

購
入
す
る
場
合
は

悪
質
業
者
に
ご
注
意
を

寝
室
な
ど
に
は
必
ず
設
置
を

住宅用火災警報器は、火
災を早期に発見し逃げ遅れ
る人を減らすため、消防法
や盛岡地区広域行政事務組
合火災予防条例により平成
18年6月1日からすべての住
宅に設置が義務付けられて
います。
新築住宅についてはすで

に適用されており、既存住
宅については平成23年5月31
日までに設置しなければな
らないことになっています。

＜全国における住宅火災死傷者状況＞

＜住宅火災100件当たりの死者数比較＞
住宅用火災警報器の設置効果（Ｈ16年調べ）

（消防庁調べ）
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雫
石
町
婦
人
消
防
協
力
隊
で

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

を
促
進
す
る
た
め
、
商
品
を
一
括

購
入
す
る
こ
と
で
割
安
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

共
同
購
入
を
ご
提
案
し
ま
す
。

日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
付
き
で
、「
電
池

寿
命
が
十
年
の
も
の
」「
音
量
が

高
く
音
声
で
知
ら
せ
る
も
の
」

「
取
り
付
け
が
簡
単
な
も
の
」「
安

い
も
の
」
を
基
準
に
選
定
し
ま
し

た
。
火
災
か
ら
家
族
の
命
を
守
る

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
警

報
器
を
購
入
し
マ
イ
ホ
ー
ム
へ
の

設
置
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

購
入
の
流
れ
や
商
品
を
載
せ
た

チ
ラ
シ
を
二
月
十
四
日
か
ら
回
覧

し
ま
す
。
警
報
器
の
受
け
渡
し
は

四
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

設
置
は
個
人
で
行
え
ま
す
。
高

齢
者
や
障
害
者
世
帯
な
ど
自
分
で

警
報
器
の
取
り
付
け
が
難
し
い
人

に
は
地
元
消
防
団
員
が
設
置
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
同
協
力
隊
事

務
局
（
町
役
場
総
務
課
内
　
�
６

９
２
・
２
１
１
１
　
内
線
２
２

１
、
２
２
４
）

春季火災予防運動

これからは空気が乾燥して火
災が発生しやすい季節です。
3月1日から7日まで「火は見

てる　あなたが離れる　その時
を」をスローガンに全国一斉に
春季火災予防運動を実施しま
す。火の取り扱いには十分に注
意し、火災から大切な家族の命
を守りましょう。

盛岡西消防署雫石分署

＜住宅用火災警報器を取り付ける場所の例＞

＜住宅用火災警報器を取り付ける位置＞

◆天井の場合◆

◆壁面の場合◆

火災警報器の中心
を梁から60cm以上
離します。

火災警報器の中心
を壁から60cm以上
離します。

換気扇やエア
コンの吹き出し
口から1.5m以上
離します。

天井から15～50cm
以内に火災警報器の中
心がくるように取り付
けます。

▼梁などがある場合の
取り付け位置

▼通常の壁面からの
取り付け位置

▼エアコンなどの
吹き出し口付
近の取り付け
位置

火
災
警
報
器
の
共
同

購
入
を
提
案
し
ま
す

（
町
婦
人
消
防
協
力
隊
）
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町職員（技能労務職員）の

給与公表
雫石町職員の給与は、国、県に準拠して定められています。一般

職員などについては、本誌平成19年10月号でお知らせしましたが、
町民の皆さんに更に理解をいただくため、技能労務職員の給与につ
いて、お知らせします。

表1 平均給料月額などと平均年齢の状況（平成19年4月1日現在）

表2 初任給の状況 表3 経験年数別平均給料月額の状況

表4 期末・勤勉手当の状況（平成19年12月1日現在） 表5 特殊勤務手当の状況
区分 6月期 12月期 計
期末手当 1.4月 1.6月 3.0月
勤勉手当 0.725月 0.775月 1.5月
計 2.125月 2.375月 4.5月

初任給の額 ２年経過日給料額
120,200円 126,900円

経験年数 平均給料月額
10年～15年 196,700円
15年～20年 230,900円
20年～25年 269,800円
25年～30年 295,800円
30年～35年 301,600円
35年～ ー

技能労務職員全体に占める手当支給職員の割合 7.32%

火葬場業務手当 定額（1体） 1,000円

特殊自動車運転作業手当 定額（1日） 300円

※勤勉手当は成績率により支給します。

◆平均給料月額などと平均年齢（表1）
技能労務職員の職種別の平均給料月額や平均年齢を

民間などと比較したものです。
国ベース換算で見ると町職員は国家公務員に比べ

34,624円低くなっています。町職員の平均給与月額は
給料、手当（扶養、住居、通勤、時間外勤務、特殊勤務）
が含まれ、国ベース換算の平均給与月額は前出のうち
通勤、時間外勤務、特殊勤務の3手当が除かれ、寒冷地
手当（年額を12で除した額）を加えて算出しています。
民間の調理師および自家用乗用自動車運転者は厚生

労働省が公表する賃金構造基本統計調査に示されてい
る岩手県内のデータ、用務員は同調査に示されている
全国のデータの平成16－18年の平均値です。
参考の年収ベースの比較は平均給与月額を12倍した

ものに年間賞与額を加えた試算値です。
◆初任給（表2）
技能労務職員の初任給（中学卒）と採用2年を経過した

時点の給料月額（勤務成績良好の場合）を表したものです。
◆経験年数別平均給料月額（表3）
技能労務職員（高校卒）の一定年数を経過した時点の

給料月額を年数別で表したものです。

◆職員手当の状況
技能労務職員に支給される主な手当は次の6つです。
①期末手当・勤勉手当：民間のボーナスに当たるもの
（表4）
②特殊勤務手当：危険な仕事や著しく難しい仕事に携
わる職員に支給（表5）
③時間外勤務手当：正規の勤務時間を超えて勤務した
場合に支給します。
④扶養手当：扶養親族のある職員に支給します。配偶
者が13,000円、子およびその他の扶養親族は1人につき
6,500円（配偶者がいない場合うち1人は11,000千円）。
満16歳から満22歳までの扶養親族である子は上記の額
からさらに1人につき5,000円が加算されます。
⑤住居手当：住宅、貸間を借りている職員で家賃額が
月額12,000円以上の場合に支給し、支給限度額は27,000
円です。また自分が所有する新築5年未満の住宅に居住
している世帯主には3,000円を支給します。
⑥通勤手当：通勤のために交通機関を利用している職
員や自動車などの交通用具を利用している職員が片道2
キロメートル以上の通勤距離である場合、その距離数
に応じて支給します。支給限度額は、交通機関利用者
50,000円、交通用具利用者は29,700円です。

公務員 民間 参考
区　分 平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額 対応する民間 平均年齢 平均給与月額 A/B

（A） （国ベース換算） の類似職種 （B）
雫石町 45.2歳 41人 273,746円 303,023円 285,890円 － － － －
うち調理員 44.8歳 20人 270,230円 278,379円 275,844円 調理士 42.3歳 221,400円 1.26
うち用務員 43.3歳 15人 272,360円 303,804円 291,862円 用務員 53.9歳 227,200円 1.34
うち自動車運転手 49.5歳 5人 280,760円 359,132円 298,530円 自家用乗用自動車運転者 48.9歳 218,400円 1.64
岩手県 － － － － － － － － －
国 48.8歳 － 287,094円 － 320,514円 － － － －

類似団体 － － － － － － － － －
参　考

区　分 年収ベース（試算値）の比較
公務員（C） 民間（D） C/D

雫石町 4,904,890円 － －
うち調理員 4,570,072円 3,041,800円 1.50
うち用務員 4,930,324円 3,284,300円 1.50
うち自動車運転手 5,631,894円 2,855,400円 1.97

手当の名称
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町役場臨時職員
登録者募集します職　種 登録資格等 勤務時間 賃金（日額）

一般事務
補 助

○町内に住所を有する人で、
18歳から50歳までの人
○パソコンによる文書作成や
入力作業などができる人

8時30分～17時15分
5,280円～
5,840円
通勤割増あり

保 育 士

○町内に住所を有する人で、
50歳までの人
○車で通勤可能な人
○平成20年4月1日現在で、保
育士資格を有する人

8時30分～17時15分
（早番、遅番対応あり）

5,800円～
6,920円
通勤割増あり

学校給食
調 理 員

○町内に住所を有する人で、
18歳から50歳までの人
○車で通勤可能な人
○集団給食調理員経験のある人
または調理師免許を有する人

8時～16時45分
（勤務場所により異な
ることがある）

5,200円～
6,000円
通勤割増あり

学 校
用 務 員
（中学校）

○町内に住所を有する人で、
18歳から50歳までの人
○車で通勤可能な人

7時30分～16時15分
（早番、遅番対応あり。
勤務時間の変更をす
ることがある）

5,200円～
6,000円
通勤割増あり

自 動 車
運 転 手
（スクール
バス運転
手 含 む）

○町内に住所を有する人で、
18歳から60歳までの人
○大型免許を有する人

8時30分～17時15分
（時間外対応あり）
○スクールバス運転手
7時～11時、15時～
19時
（勤務時間の変更をす
ることがある）

6,200円～
9,700円
通勤割増あり

学校生活
指 導 員
（小学校）

○22歳から65歳までの人
○学校生活指導員の経験者ま
たは教員免許を有する人
○車で通勤可能な人

8時～16時45分の間
で学校が必要とする
時間（1日6時間）

1時間あたり
1,000円
通勤割増あり

学校給食
調理員時
間パート
職　　員

○町内に住所を有する人で、
18歳から65歳までの人
○車で通勤可能な人
○集団給食調理員経験のある人
または調理師免許を有する人

8時～16時45分の間
で学校が必要とする
時間（1日4時間以内）

1時間あたり
700円

保　　育
補 助 員

○町内に住所を有する人で、
50歳までの人
○車で通勤可能な人

8時30分～17時15分
（早番、遅番対応あり）

5,800円
通勤割増あり

公 民 館
管 理 人

○町内に住所を有する人で、
18歳から概ね70歳までの人
○勤務条件に対応できる健康
体である人
○地区公民館においては地区
公民館の活動地域（行政区名
など）をある程度把握してい
る人

【平日】中央公民館�
夜間貸館ある場合16
時3 0分～貸館終了
（最長21時）、地区公
民館�8時～10時、
夜間貸館ある場合16
時3 0分～貸館終了
（最長21時）
【土・日・祝日】公民
館使用予定により対
応（勤務時間は貸館
状況により異なるこ
とがある）

1時間あたり
813円

学校適応
相 談 員
（中学校）

○22歳から65歳までの人
○学校適応相談員の経験者ま
たは教員免許を有する人
○車で通勤可能な人

8時～16時45分の間
で学校が必要とする
時間（1日6時間）

1時間あたり
1,000円
通勤割増あり

募集職種一覧

※賃金は、学歴区分ごとの経験年数に応じた額となります。

町では、平成20年度臨時職員の登録希
望者を募集します。町役場の臨時職員と
して就労を希望する人にあらかじめ申し
込みをしていただき、登録をしておくも
ので、雇用する必要が生じたときに登録
者の中から選考します。
この登録は、他に就職や進学したりす

ることを拘束するものではなく、登録後
他に就職されてもかまいません。ただし、
現在他に就職していて平成20年度中に退
職する予定のない人は登録できません。
【登録受付期間】
2月14日（木）～3月7日（金）※期間終了
後も随時受け付けをしますが、期間内の
受け付けを優先します。
【提出書類】
○臨時職員登録申込書兼履歴書（町役場
総務課に備えつけています）

○資格が必要な職種については資格証明
書の写し

【提出方法】
町役場総務課まで持参または郵送で提

出。（郵送の場合は3月7日（金）当日消印
まで有効）
【採用方法】
臨時職員の雇用を必要とするときに、

登録者の中から書類選考や面接などで選
考します。
【登録有効期間】
平成20年4月1日～平成21年3月31日
※年度途中に申し込みしても、登録有効
期間は平成21年3月31日までとします。
【雇用期間】
原則として6カ月以内（公民館管理人

については1年以内）
【社会保険・雇用保険】
雇用期間が2カ月を超える人は、社会

保険・雇用保険に加入となります。
【問い合わせ先】
①募集に関すること
町役場総務課（内線212、213）

②仕事の内容に関すること
学校関係…町教育委員会（内線294）
公民館関係…中央公民館（692－4181）

雫石公民館（692－3458）
御明神公民館（692－3228）
西山公民館（693－3321）
御所公民館（692－2214）

その他…町役場総務課（内線213）

募
集
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募
集
あ
な
た
が
気
が
つ
い
た
こ
と
町
に
届
け
て

町
で
は
、
平
成
二
十
年
度
雫
石
町
町

政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
政
モ
ニ
タ
ー
と
は
広
く
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
町
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、

思
っ
て
い
る
こ
と
、
気
が
つ
い
た
こ
と

な
ど
を
お
聴
き
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
住
民
の
声
を
反
映
し
た
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
町
政

モ
ニ
タ
ー
へ
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
仕
事
の
内
容
】

①
町
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト（
年
三
回
程

度
）に
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
町
政
に
関
す
る
意
見
な
ど
を
随
時
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

十
人

【
委
嘱
期
間
】

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三

十
一
日
ま
で

【
応
募
資
格
】

雫
石
に
住
所
を
有
す
る
満
二
十
歳
（
平

成
二
十
年
四
月
一
日
現
在
）以
上
の
人
。

た
だ
し
国
会
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の

議
会
議
員
、
国
家
公
務
員
ま
た
は
地
方

公
務
員
は
除
き
ま
す
。

【
募
集
期
限
】

三
月
三
十
一
日（
月
）

【
応
募
方
法
】

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w
w
w

.tow
n
.sh
izu
k
u
ish
i.iw
ate.jp

/g
y
osei

/m
on
itor/

）で
応
募
す
る
か
、
町
立
公

民
館
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
応
募
申
請

書
に
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
記
入
要
領
】

応
募
申
請
書
を
使
用
し
な
い
場
合
は

「
町
政
モ
ニ
タ
ー
応
募
」
と
記
入
の
上
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月

日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
、
勤
務

先
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
抱
負
、
各
種

モ
ニ
タ
ー
経
験
が
あ
る
場
合
は
そ
の
名

称
と
年
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
】

地
域
、
年
齢
、
性
別
な
ど
を
十
分
考
慮

し
よ
り
多
く
の
人
が
モ
ニ
タ
ー
に
な
れ

る
よ
う
新
規
応
募
者
を
優
先
し
て
選
考

し
ま
す
。
選
考
結
果
は
、
四
月
末
ま
で

に
通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
経
営
推
進
課
広
聴
広
報
担
当

（
�
内
線
２
７
６
）

環境のこと…

福祉の
こと…

教育のこと…

誰
も
が
輝
く
男
女
共
同
参
画
社
会
へ

◆
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す

雫
石
町
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー

タ
ー
の
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

を
対
象
と
し
た
公
開
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
意
識
の

普
及
・
啓
発
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族

や
地
域
、
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場

面
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
の
実

践
を
促
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
町
か
ら
の
委
託
で

雫
石
町
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
三
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
会
独
自
で
同
講
座
を
開

催
し
男
女
共
同
参
画
意
識
の
啓
発

に
取
り
組
み
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
っ
て
？

同
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
は
、
雫
石

町
の
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に

向
け
て
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る

団
体
で
す
。
毎
月
一
回
、
月
例
会

を
開
催
し
、
勉
強
会
や
情
報
交
換

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
は
現
在
二
十
一
人
で
、
男

女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
受
講
者
や
各
種
研
修
受
講
者
を

中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

般
の
入
会
も
大
歓
迎
で
す
。

【日時】3月1日（土）13：00～15：30
【場所】雫石町中央公民館視聴覚室
【内容】会員によるパネルディスカッショ
ン「体験から見えた男女共同参画」、ビデ
オによる学習、「NPO法人いわて翼の会」
による朗読劇
【参加費】無料
【その他】託児室あり
�役場経営推進課（�内線273）または、同
会会長南黒沢福子（�692－3011）

サポーターの会町民公開講座開催
「あなたらしく、自分らしく、輝いて」

昨
年
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
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報
告
消
防
出
初
式
、
交
通
指
導
隊
初
点
検
式

雫石町の人権擁護委員

町
で
は
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考

え
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

最
近
、
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
が
薄

れ
、
残
酷
な
事
件
が
増
え
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
、
か

氏　名（行政区） 電話番号

高橋　　孝（上町三） 692－3318

大谷地正美（中　南） 692－2665

高橋　　健（天　戸） 692－2559

藤原　恒子（六　区） 693－3920

佐々木智惠（中町一） 692－2557

け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
正
し
い
人
権
の

考
え
方
を
広
め
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
、
人
権
問
題
で
悩
ん
で
い

る
人
の
相
談
に
応
じ
解
決
の
糸
口
が
見

つ
か
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

「
人
権
」
は
私
た
ち
が
幸
せ
な
生
活

を
営
む
た
め
に
必
要
な
権
利
と
し
て
法

律
で
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
権
問
題

で
お
悩
み
の
と
き
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

【
日
時
・
場
所
】
三
月
七
日（
金
）
十
三

時
〜
十
五
時
・
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
福
祉
課（
�

内
線
１
１
８
、
１
２
３
）

人権について考えてみませんか

人権相談所開設します環境審議会委員募集

町では、環境の保全および創造に関する
基本的事項について調査審議する「雫石町
環境審議会」の委員を募集します。
【募集人数】2人
【応募資格】20歳以上で1年以上町に住民登
録している人であればどなたでも応募でき
ます。ただし、町の付属機関の委員に委嘱
されている人や公務員は除きます。
【応募方法】「環境について日ごろ感じてい
ること」をテーマにコメントを添えて、郵
便番号、住所、氏名（ふりがな）、生年月日、
電話番号、職歴を記入のうえ町役場環境対
策課に提出してください。書類の様式は問
いません。※応募書類は返却しません。
【締め切り】2月29日（金）※当日消印有効
【任期】委嘱の日から2年間
【会議開催時間など】主に平日の日中に開
催します。1回2時間程度、年2回開催予定。
【申し込み・問い合わせ先】町役場環境対
策課（�内線162）

町
消
防
出
初
式
と
交
通
指
導
隊
初
点

検
式
を
一
月
六
日
、
町
役
場
駐
車
場
で

行
い
、
小
雪
が
舞
い
冷
た
い
風
が
吹
き

付
け
る
中
、
消
防
団
員
ら
は
新
年
を
迎

え
町
民
の
安
全
確
保
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

交
通
指
導
隊
初
点
検
式
は
、
古
舘
慶

一
隊
長
以
下
二
十
人
の
隊
員
が
参
列
。

中
屋
敷
町
長
が
「
交
通
網
の
発
達
に
よ

り
交
通
事
故
が
増
え
て
い
る
。
町
民
の

交
通
安
全
意
識
啓
発
の
た
め
に
も
、
さ

ら
な
る
活
動
を
期
待
す
る
」
と
訓
示
し

ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
消
防
出
初
式
は
、

松
木
壽
司
消
防
団
長
以
下
団
員
二
百
四

人
、
櫻
小
路
孝
子
婦
人
消
防
協
力
隊
長

以
下
隊
員
四
十
二
人
が
参
加
。
中
屋
敷

町
長
が
「
昨
年
秋
の
豪
雨
で
は
皆
さ
ん

の
協
力
の
お
か
げ
で
人
的
被
害
が
出
ず

に
済
ん
だ
。
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る

最
前
線
に
い
る
消
防
団
の
活
動
に
今
年

も
期
待
す
る
」
と
訓
示
。
団
員
や
消
防

車
両
を
観
閲
し
ま
し
た
。

そ
の
後
会
場
を
商
店
街
に
移
し
て
分

列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
ラ
ッ

パ
隊
を
先
導
に
、
団
員
ら
は
冷
た
い
風

に
負
け
な
い
胸
を
張
る
堂
々
の
雄
姿
を

披
露
。
団
員
ら
に
続
き
消
防
車
両
十
八

台
も
車
列
を
組
み
、
有
事
の
際
の
心
意

気
と
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
頼
も
し
い

誓
い
を
表
し
ま
し
た
。

中屋敷町長に宣誓する古舘交通指導隊隊長

関係者が見守る中、堂々の分列行進をする消防団員
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表
彰
商
工
会
運
営
の
功
績
た
た
え

観
光
雪
像
16
基
が
お
出
迎
え

入
選
２
年
連
続
で
温
泉
一
〇
〇
選
に
選
出

長
年
に
わ
た
り
商
工
会
運
営
に
貢
献

し
、
多
く
の
功
績
が
あ
っ
た
雫
石
商
工

会（
加
藤
完
会
長
）役
員
三
人
が
全
国
商

工
会
連
合
会
長
と
岩
手
県
商
工
会
連
合

会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
一
月

二
十
三
日
、
雫
石
商
工
会
新
年
交
賀
会

の
席
上
で
加
藤
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
人
に
は
こ
れ
ま
で
の

功
績
に
加
え
、
今
後
更
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
表
彰
を
受
け

た
人
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

【
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
（
役

員
功
労
者
）】
村
上
次
男
、
中
川
昭
成

【
岩
手
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰（
役

員
功
労
者
）】
米
沢
一
波
留

第
四
十
一
回
岩
手
雪
ま
つ
り（
同
実

行
委
員
会
主
催
）が
二
月
二
日
か
ら
十

一
日
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
、
親
子
連
れ

な
ど
多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
会
場
は
一
面
が
雪
に
埋
め
尽
く
さ

れ
、
十
六
基
の
大
き
な
雪
像
が
子
ど
も

た
ち
を
夢
の
国
へ
導
き
ま
し
た
。

開
幕
初
日
と
な
っ
た
二
日
は
約
三
万

五
千
人
が
来
場
。
薄
日
が
差
す
穏
や
か

な
天
候
の
下
、
午
前
九
時
の
開
幕
と
と

も
に
そ
り
を
手
に
し
た
親
子
連
れ
な
ど

が
目
当
て
の
雪
像
に
向
か
い
、
思
い
思

い
に
冬
を
満
喫
し
ま
し
た
。

今
年
の
雪
ま
つ
り
の
テ
ー
マ
は
「
雪

の
森
の
音
楽
会
」。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ピ
ア

ノ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
展
望
台
や
ハ
ー

モ
ニ
カ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
巨
大
滑
り
台

が
設
置
さ
れ
、
会
場
に
は
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
郷
土
芸
能
、
さ

ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
や
八
日
の
花

火
大
会
な
ど
が
さ
ら
に
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

昨
年
は
雪
不
足
で
雪
像
は
七
基
だ
け

で
サ
イ
ズ
も
一
回
り
小
さ
く
、
ま
つ
り

の
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
は
ま
と
ま
っ
た
降
雪
と
寒
さ

に
よ
っ
て
雪
像
制
作
作
業
も
順
調
に
進

行
し
、
一
月
末
に
は
予
定
通
り
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

鶯
宿
温
泉
が
「
第
二
十
一
回
に
っ
ぽ

ん
の
温
泉
一
〇
〇
選
」
で
八
十
七
位
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
鶯
宿
温
泉
は
こ
れ

で
二
年
連
続
の
選
出
。
温
泉
街
再
生
に

向
け
た
地
域
全
体
の
持
続
的
な
活
動
が

評
価
さ
れ
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

鶯
宿
温
泉
で
は
「
い
で
湯
に
花
舞
い
、

水
輝
く
里
山
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
平
成
十
七
年
か
ら
温
泉
街
再
生
に
向

け
て
広
場
の
整
備
な
ど
の
美
観
づ
く
り

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
も
南
畑

小
学
校
児
童
が
鶯
宿
川
に
ヤ
マ
メ
の
稚

魚
を
放
流
す
る
な
ど
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
温
泉
街
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
環
境
整

備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
町
と
し
て

も
後
押
し
す
る
た
め
、
景
観
と
安
全
の

両
面
で
問
題
視
さ
れ
て
き
た
温
泉
街
中

心
部
に
あ
る
廃
虚
を
こ
の
ほ
ど
解
体
し

ま
し
た
。
跡
地
に
は
温
泉
街
の
再
生
の

目
玉
と
も
言
え
る
「（
仮
称
）
水
輝
く
里

山
公
園
」の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

右から、伝達を受ける中川さん、
村上さん、米沢さん（代理）

多くの来場者で賑う雪まつり開幕初日

天候に恵まれ順調に進んだ雪像制作作業
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農
業
認
め
合
い
助
け
合
う
農
業
経
営
目
指
し

経営協定内容を確認し、調印す
る出席者

男
女
共
同
参
画
を
農
業
で
も
実
践
し

て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
家
族
経
営

協
定
調
印
式
が
一
月
十
七
日
町
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
協
定
に
は
大
宮
文
彦
さ
ん
（
西
根

谷
地
）、
館
澤
一
正
法
さ
ん
（
黒
沢
川
）

の
二
家
族
が
調
印
。
就
業
条
件
や
労
働

報
酬
、
家
事
作
業
分
担
な
ど
を
締
結
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
調
印
者
を
代
表
し

て
大
宮
文
彦
さ
ん
が
「
わ
が
家
の
経
営

改
善
と
向
上
に
尽
力
し
、
楽
し
い
農
業

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
町
内

で
同
協
定
を
結
ん
だ
の
は
三
十
九
家

族
。
協
定
締
結
に
よ
り
家
族
が
課
題
や

夢
を
共
有
し
、
魅
力
あ
る
農
業
経
営
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、「
ま
ち
の

駅
・
健
康
の
駅
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
一
月
二
十

九
日
、
ホ
テ
ル
森
の
風

鶯
宿
で
開
催
し
、
約
百

五
十
人
が
出
席
し
、
人

と
人
と
の
交
流
を
通
じ

て
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
を
探
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
駅
・
健
康
の
駅
と
は
既
存
の

施
設
に
「
駅
」
と
い
う
溜
ま
り
場
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と

で
、
人
の
交
流
を
活
発
化
し
地

域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ま
ち
の

駅
に
つ
い
て
の
講
演
や
、
全
国

の
事
例
発
表
の
後
、
意
見
交
換

を
行
い
、
意
見
交
換
で
は
駅
の

設
置
の
仕
方
な
ど
質
問
が
出
さ
れ
、
参

加
者
は
人
と
人
と
の
交
流
の
場
づ
く
り

に
興
味
や
意
欲
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

善
意
ス
ポ
ー
ツ
振
興
願
い
用
地
を
無
償
で
提
供

報
告
ま
ち
の
駅
・
健
康
の
駅
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

スポーツ振興のため土地を寄付して
いただいた米澤さん（中央左）

雫
石
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

場（
通
称：

ケ
ッ
パ
レ
ラ
ン
ド
）に
駐
車

場
用
地
を
無
償
で
寄
付
し
て
い
た
だ
い

た
米
澤
利
秋
さ
ん（
83
歳
・
赤
滝
）
に

一
月
二
十
八
日
、
中
屋
敷
町
長
か
ら

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
ケ
ッ

パ
レ
ラ
ン
ド
の
進
入
路
と
駐
車
場
の

用
地
合
わ
せ
て
約
六
千
八
百
平
方
�
。

平
成
十
六
年
に
米
澤
さ
ん
か
ら
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
願
い
町
へ
駐
車

場
用
地
提
供
の
申
し
出
が
あ
り
、
町

は
こ
れ
を
受
け
て
整
備
を
開
始
。
駐

車
場
は
昨
年
十
一
月
に
完
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
型
バ
ス
な
ど

が
通
行
し
や
す
く
な
る
な
ど
ケ
ッ
パ

レ
ラ
ン
ド
の
利
便
性
が
さ
ら
に
高
ま

り
ま
し
た
。

全国の事例を紹介した発表

しずくいし弁で語る2つの物語

昔話を聞く会を開催します
NPO法人しずくいし・いきいき暮らしネッ

トワークでは「しずくいしの昔話しを聞く会
その3」を開催します。
こたつに入りながら、2人の語り部からしず

くいしの言葉で昔話を聞きます。女助山温泉
コテージむらの湯の無料開放も行います。入
場は無料です。お気軽にお申し込みください。
【日時】２月23日（土）13：30～16：00
【会場】コテージむら管理センター2階
【申し込み締切】２月18日（月）
【申し込み・問い合わせ先】同ネットワーク
（�691－1800または695－2306）



駒
木
野
の
自
慢
は
な
ん
と
言
っ

て
も
地
域
の
人
た
ち
の
ま
と
ま
り

の
良
さ
で
す
。
運
動
会
の
日
の
夜

な
ど
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み

ん
な
が
集
い
盛
り
上
が
り
ま
す
。

若
い
人
た
ち
も
積
極
的
に
地
域
活

動
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
無
償
で
駒

木
野
公
民
館
の
前
の
花
壇
の
世
話

を
し
て
く
れ
ま
す
。

前
向
き
な
人
た
ち
ば
か
り
で
、

何
か
や
ろ
う
と
な
る
と
一
致
団
結

で
す
ぐ
行
動
に
移
り
ま
す
。

例
え
ば
、
同
公
民
館
の
駐
車
場

の
土
地
を
個
人
か
ら
譲
り
受
け
て

公
民
館
の
名
義
に
す
る
た
め
地
縁

団
体
と
し
て
法
人
格
を
取
得
す
る

と
き
や
ト
イ
レ
を
汲
み
取
り
式
か

ら
水
洗
式
に
す
る
時
も
、
み
ん
な

が
後
押
し
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

発
案
後
す
ぐ
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
公
民
館
に
人
が
集

ま
り
や
す
い
環
境
が
で
き
た
こ
と

で
、
さ
ら
に
地
域
の
つ
な
が
り
が

強
ま
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
か
ら
は
町
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
に
も
申

請
し
、
自
主
防
災
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
防
災
訓
練
に
は
五
十
人
以

上
の
地
区
民
が
集
ま
っ
て
く
れ

て
、
講
師
と
し
て
来
ら
れ
た
消
防

署
員
も
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

駒
木
野
は
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら

も
、
何
か
あ
っ
た
時
は
地
域
の
み

ん
な
が
協
力
し
合
っ
て
く
れ
る
素

晴
ら
し
い
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

◆駒木野◆
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上村雅生さん（69歳）

公民館を中心とした地域
のまとまりを紹介

月
号
に
あ
り
ま
し
た
町

長
の
新
年
の
あ
い
さ
つ

の
中
で
本
町
の
人
口
が

昨
年
十
一
月
末
で
一
万
八
千
人
台

と
な
り
、
町
総
合
計
画
の
人
口
見

通
し
よ
り
も
早
く
減
少
が
進
ん
で

い
る
現
状
を
強
く
認
識
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
な
け
れ
ば

と
あ
り
ま
し
た
。

県
都
盛
岡
に
隣
接
し
て
、
鉄
道

や
道
路
網
に
も
恵
ま
れ
、
温
泉
な

ど
の
観
光
資
源
も
多
く
あ
り
、
山

や
川
、
湖
な
ど
自
然
豊
か
な
雫
石

に
住
民
が
増
え
ず
減
っ
て
い
く
と

は
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

だ
け
に
訪
れ
る
観
光
客
を
は
じ
め

多
く
の
人
に
雫
石
の
環
境
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
町
中

を
き
れ
い
な
花
で
埋
め
尽
く
す
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
こ
ん
な
町
で

住
み
た
い
と
思
わ
せ
人
口
増
に
つ

な
げ
た
い
も
の
で
す
。

（
佐
々
木
正
躬
・
74
歳
・
駒
木
野
）

一

皆さんが作るスペースです。あなたもぜ
ひ登場を。町政や町民生活に関して言いた
いこと、聞きたいこと、呼びかけたいこと
など、あなたの声やあなたの地域・職場で
の話題をお寄せください。

東
北
電
力
の

変
電
所
を
移
設

し
、
そ
の
跡
地

を
町
道
に
と
言

う
意
見
で
す
が

現
在
町
の
都
市

計
画
に
お
い
て

上
町
地
域
に
新

た
な
町
道
建
設

の
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
東
北

電
力
株
式
会
社
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
変
電
所
を
現
在
の
場
所
か
ら

移
転
す
る
計
画
は
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

仮
に
町
が
道
路
整
備
の
た
め
に

変
電
所
を
別
の
場
所
に
移
転
依
頼

上
町
の
変
電

所
は
大
正
八
年

六
月
（
一
九
一

九
年
）
に
で
き

た
変
電
所
で
あ

り
、
建
設
さ
れ

て
か
ら
九
十
年

に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
何

の
問
題
も
な
く

来
た
わ
け
で
す

が
、
鉄
塔
を
三

本
ほ
ど
移
動
し
、
跡
地
は
道
路
と

し
て
土
地
利
用
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

（
米
沢
孝
一
）

声
変電所を移設し
道路を造っては

答
変電所移転する
計画ありません

を
す
る
と
、
数
十
億
円
の
移
転
補

償
費
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

道
路
と
し
て
の
費
用
効
果
を
考
え

る
と
非
常
に
難
し
い
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。



投稿大募集
イラスト、絵手紙、漫画、あなたの意見、身の

回りの楽しい情報の投稿をお待ちしています。も
ちろん、町政に対する質問・ご提言も大歓迎です。
ご質問・ご意見は、はがき・FAX・Eメールな

ど、どんな方法でもかまいません。
イラスト、漫画などはハガキに黒一色で濃く書

いてください。送っていただいた絵や声などは紙
上に掲載します。
いずれの投稿方法でも住所、氏名、年齢を必ず

記入してください。紙上匿名でもかまいませんが、
ペンネームだけでの投稿はご遠慮願います。
●あて先　
郵 送：〒020－0595(住所記載不要)

雫石町役場経営推進課
広報しずくいし編集担当

F A X：692－1311
Eメール：kouhou@town.shizukuishi.iwate.jp
●3月号掲載用締め切り（投稿は随時受け付け）
�2月28日（当日消印有効）
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①職種 ②年齢 ③人数 ④基本給
⑤求人No．⑥必要資格など

佐々木菜乃

竜宮寺梓 佐々木絵未

今月の投稿
（敬称略）

岩手県交通（株）（雫石、滝沢、矢巾を含む盛岡地区）：�整備士（臨時）②不問③2人④
127,400円～14万1千円⑤03010－22281⑥自動車整備士3級、経験者優遇 阿部商事
警備業務部SECURITYabe阿部克巳（町内・滝沢村）：�警備員②18歳以上③5人④13
万8千円～16万1千円⑤03010－15491971⑥１種普通免許、初心者可、経験者尚可
（株）寿広（町内）：�設備管理・営繕業務②不問③1人④158,400円⑤03010－
15734571⑥ボイラー技士（２級）、大型特種一種免許 （有）美建工業（七ツ森）：�設
計・コーディネート②不問③1人④15万5千円～17万円⑤03010－1111781⑥１種
普通免許　（株）雫石日産（板橋）：�整備工②59歳以下③1人④13万7千円～16万円
⑤03010－955381⑥１種普通免許、自動車整備士2級、自動車整備経験者 （有）グ
リーンガレージ（長山）：�部品用品取付修理②不問③1人④15万円⑤03010－
877981⑥１種普通免許明北産業（株）（西安庭）：①土木施工管理技士②不問③
1人④25万円⑤03010－861481⑥土木施工管理技士２級、土木作業、土木
施工管理　（有）横手鈑金工業所（黒沢川）：①１級建築士または１級施工管
理技士②59歳以下③2人④30万円～40万円⑤03010－318981⑥１種普通免
許、１級建築士、建築施工管理技士１級、建築工事に関わる現場監督3年以
上　同：①板金工②59歳以下③3人④15万円～30万円⑤03010－320881⑥
１種普通免許、板金工として1年以上 小岩井農牧（株）小岩井農場（丸谷地）：
①牛の飼養管理（臨時）②不問③2人 ④134,780円～162,380円⑤03010－
17802471⑥１種普通免許 （有）上中屋敷重機（御明神）：�重機オペレーター兼
10tダンプ運転手②不問③1人④20万7千円⑤03010－16932771⑥大型１種免許、
車両系基礎工事用運転、1年以上経験者希望　（有）オプト電通（七ツ森）：�電話工
事作業員②不問③1人④15万円～23万円⑤03010－16885471⑥１種普通免許、経
験者歓迎 （有）エキスパートロジスティック（板橋）：①運転手（配送）②不問③
2人④146,400円～219,600円⑤03010－16183771⑥１種普通免許、大型
１種免許、経験者尚可　大建重工（株）（万田渡）：�建設鳶工・鍛冶工②不問③5
人④14万円～24万円⑤03010－15604471⑥１種普通免許、高所作業経験、溶接・
高所作業車等資格取得者歓迎 （株）中村建設（下曽根田）：�経理事務②不問③1人④
15万円～16万円⑤03010－15651071⑥１種普通免許、建設業経理経験 （有）小西
産業（町内）：�製造工②不問③1人④12万5千円～15万円⑤03010－519381⑥大型
１種免許、移動式クレーン運転士、玉掛技能者 （株）銀河調剤（町内・盛岡
市）：�薬剤師②不問③1人④23万2千円～45万円⑤03010－16883671⑥薬剤師
（社）雫石町社会福祉協議会（千刈田）：�介護支援専門員②不問③1人④20万円⑤
03010－1000181⑥介護支援専門員　たにふじ歯科医院（高前田）：①歯科助手②不
問③2人④13万円～16万円⑤03010－797981⑥歯科助手経験者優遇　（財）いわ
てリハビリテーションセンター（七ツ森）：①看護師、准看護師（臨時）②不問
③3人④156,800円～257,600円⑤03010－16798271⑥看護師、准看護師
同：①看護助手（臨時）②不問③2人④115,200円～163,200円⑤03010－
633681⑥ホームヘルパー2級 同：①事務補助員（臨時）②不問③2人④
120,960円～171,360円⑤03010－17906371⑥Excel・Word操作、病院事務経
験尚可 （社）康生会鴬宿温泉病院（南畑）：①看護師・准看護師②59歳以下③
2人④160,100円～28万円⑤03010－191481⑥看護師、准看護師 同：①理
学療法士・作業療法士②不問③2人④165,300円～25万円⑤03010－
16910071⑥作業療法士、理学療法士　（有）介護しずくいし（西安庭）：①
介護職員（臨時）②不問③2人④128,480円～149,600円⑤03010－17857971
⑥１種普通免許、ホームヘルパー2級、介護支援専門員　（社）康済会身体障害者
療護施設「うぐいすの郷」（西安庭）：①看護師（臨時）②不問③1人④201,600
円⑤03010－17803771⑥１種普通免許、看護師、看護師経験者優遇　雫石
町役場（千刈田）：�介護支援専門員（臨時）②不問③1人④20万円⑤03010－
17354971⑥１種普通免許、介護支援専門員、保健師、介護支援専門員業務または保
健師業務　（株）サンメディック（町内）：①生活相談員（デイサービスセンター、臨
時）②不問③1人④14万円～16万円⑤03010－16862271⑥１種普通免許、社会福祉
士、その他社会福祉専門職、通所サービス経験者優遇　同：①介護職員（デイサービ
スセンター、臨時）②不問③2人④13万2千円⑤03010－16863971⑥１種普通免許、
社会福祉士、その他社会福祉専門職、経験者優遇　おうしゅくクリニック（南
畑）：①理学療法士・作業療法士②不問③1人④162,800円～25万円⑤
03010－16474971⑥理学療法士、作業療法士　特別養護老人ホーム日赤鴬
鳴荘（南畑）：①看護師・准看護師（臨時）②不問③1人④17万円⑤03010－
16335271⑥看護師、准看護師 富士産業（株）東北事業部岩手営業所（町内）： �
調理師または栄養士（臨時）②不問③1人④115,500円～13万2千円⑤03010－
905081⑥調理師、経験者 同：�調理員（臨時）②不問③1人④107,250円～
118,800円⑤03010－514781⑥経験者優遇 （株）NEO STAFF（町内）：�接客（フロ
アースタッフ）②不問③3人④15万3千円～18万円⑤03010－707481⑥１種普通
免許 Mike（町内・盛岡市）：�ドリンクサービス②不問③1人④15万円⑤03010－
551081⑥１種普通免許 ハッピーライフサービス（株）（町内）：�接客サービス（臨
時）②不問③10人④13万8千円～165,600円⑤03010－17475271⑥不問　（株）メ
フォスメイト東北北東北事業部（町内）：�調理員（臨時）②不問③1人④115,100円～
123,900円⑤03010－15634171⑥不問　（株）ホテル東日本（町内）：�フロント②
不問③4人④129,600円～217,400円⑤03010－15892271⑥１種普通免許　同：�
総務経理②不問③2人④9万8千円～11万9千円⑤03010－15890771⑥１種普通免
許、Excel・Word操作 中間法人東日本福祉手技療法普及協会（町内）：�リラクゼー
ションセラピスト②不問③1人④13万円～18万円⑤03010－15638571⑥経験あれ
ば尚可 （株）プリンスホテル雫石プリンスホテル（西根）：①売店（臨時）②不
問③1人④14万5千円～15万円⑤03010－984481⑥１種普通免許、パソコン操
作 （株）ホテル加賀助（鴬宿）：�厨房②不問③1人④15万円～18万円⑤03010－
17506271⑥不問　岩手労済鶯宿保養所南部富士見ハイツ（鴬宿）：①サービス
係（臨時）②不問③1人④120,750円～154,387円⑤03010－16824671⑥不
問 （株）トラスト（ホテルハイビック）（板橋）：①フロント②不問③2人④
135,560円⑤03010－16740071⑥不問　同：①清掃②不問③2人④
104,720円⑤03010－16737771⑥不問　（有）ホテル偕楽園（鴬宿）�フロント
係②不問③1人④15万円～20万円⑤03010－16608771⑥不問 （株）アートヒル
ズ（玄武風柳亭）（長山）：�調理師または見習い②不問③2人④11万円～15万円⑤
03010－16045471⑥１種普通免許、調理師、料理興味有 （株）長栄館（鴬宿）：�
接客②不問③2人④15万円～22万円⑤03010－15552271⑥不問

※1月24日までに盛岡公共職業安定所に申し込みのあった町内企業
の求人情報です。【問い合わせ先】就業希望の方は、同職業安定所
紹介第一部門（�624－8902）まで求人番号を告げて問い合わせくだ
さい。また、事業所へは職業安定所の紹介状をご持参ください※役
場１階に求人情報を掲示しています。ご利用ください。【担当】町
役場商工観光課（�692－2111）



●あなたの身近で起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの情報
をお知らせください。

【町役場経営推進課広聴広報担当】
〒020－0595（住所不要）
電話番号：692－2111
FAX番号：692－1311
Eメール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

1月24日

不審な人に会ったら銀行のATMへ
雫小児童が子ども110番を体験

雪国ならではの運動会
雫高生白銀の上で熱戦繰り広げる

岩手銀行雫石支店（秋篠利光支店長）では1月24日、
同店の現金自動預払機（ATM）コーナーに設けられた
子ども110番ボタン（非常ボタン）、監視カメラ、双方
向マイクの使い方を知ってもらおうと雫石小学校
（佐々木政明校長、児童379人）3年生70人を招き模擬
訓練を実施しました。
訓練では児童が不審者に声を掛けられたという想

定のもと、実際にATMコーナーに駆け込んで非常ボ
タンを押して通報。遠隔操作による出入口のロック
や警備会社とのやりとりを体験しました。
秋篠支店長は「設備が整っていても、いざという時
に活用できなけ
れば意味がな
い。今日の訓練
で子どもたちか
ら家族や地域へ
110番ボタンの
存在を周知でき
れば」と話まし
た。

1月26日、雫石高校（千葉春夫校長、生徒194人）で
冬の恒例行事となっている雪上運動会が開催されま
した。昨年は雪不足の影響により屋内で行われまし
たが、今年は無事に屋外で開催。各クラスで制作し
た雪像5基が並ぶ中、体育委員による選手宣誓を合図
に運動会が開幕しました。
競技はタイヤリレー、スノーフラッグ、雪上綱引

き、二人三脚など5種目。勢いづいて足を滑らせるな
ど雪上ならではのハプニングも各所で見られ、参加
者も観戦者も大いに盛り上がりました。

1月26日

校舎改築工事が終了した安庭小
学校（多田英史校長、児童100人）
で1月18日、安全祈願式が行われ、
児童と学校関係者が校舎の完成を
喜ぶとともに新しい学校生活の安
全を願いました。
式では、児童会長の太田卯蘭さ
んが「新しい校舎で
生活できてうれし
い。この校舎で一生
懸命勉強を頑張りま
しょう。学校の歴史
と伝統を守り、新校
舎も大切に使ってい
きましょう」と呼び
かけました。
神事に続いて新校
舎では初となる校歌
を全校児童で合唱。
吹き抜けになってい

るホールに児童たちの歌声が響き
ました。
式終了後には新校舎前でもちま
きが行われ、引越し作業を手伝っ
た地域の人たちも参加し、児童と
一緒にもちを拾い新校舎の完成を
喜びました。

まちの話題・出来事紹介

1月18日

新校舎で始める新学期
安庭小学校が学校生活の安全を願う
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新校舎のホールで行われた安全祈願式
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1月25日

伝統行事で季節感じて
保育所などミズキ団子づくり盛んに

柔らかい光で冬を楽しんで
中心商店街などに雪あかりが灯る

町内に昔から伝承、継承されている行事を子ども
たちに伝えていこうと、保育施設などでミズキ団子
づくりが行われました。
橋場へき地保育所では、1月25日、祖父母や地域の
人たちを交えてミズキ団子づくりに挑戦。前日に粘
土を使って団子作りを練習していた児童たちは、赤
や黄色に色づけられた生地を器用に丸め、ミズキに
取り付けました。その後行われた祖父母交流会では、
しょう油やごまで味を付けた団子を食べながら交流
を深めました。

1月26日

TOWN TOPICS

21

1月26日から2月3日まで町観光協会が展開する「し
ずくいしスノーフェスタキャンペーン」の一環で町内
25施設と中心商店街に雪あかりが灯りました。
中心商店街には楽市くらぶ（上野利美代表）などで

作った約200個の雪あかりを設置。バケツを型にした
ものや雪山の壁をくり抜いたものに置かれたろうそ
くの火は日が沈むにつれて辺りを柔らかい光で包み
ました。同くらぶメンバーは「街灯の灯りとは違い、
雰囲気が出る。やってよかった」と話しました。
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2 発行月に3歳の誕生日を迎える子を
紹介。わが家自慢の子の写真は下記に
より投稿願います。お待ちしています。

最近は、おばあちゃんと犬の太朗を相手
にお店やさんごっこをして遊んでいます。
どうやら犬の太朗を自分の兄弟と思ってい
るよう。
これからも、よく食べ、よく寝て、よく

笑い、元気でみんなに優しい奈々華でいて
ほしいです。

わが家自慢の子、孫の写真
遠慮せず　どしどしご応募

お待ちしています

【応募要領】子の写真（裏に子の氏名記入）、別紙に子
の名（ふりがな）、子の生年月日、保護者（父母）氏名、
住所（行政区）、電話番号、コメントを書き添え、誕生
月の前月25日ころまでに投稿してください。
【応募先】〒020－0595（住所記載不要）雫石町役場
広報しずくいし担当　※投稿写真は原則としてお返し
しません。

浩
己
・
文
香
夫
妻
の
子

（
晴
山
）

澤
口
奈
々
華

な

な

か

ち
ゃ
ん
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イベントや行政案内などの
情報を紹介するページです

税情報

軽自動車税の課税対象
変更ある時は届け出を
軽自動車税は、4月1日現在の

主たる定置場所（保管場所）の市
町村が課税することになってい
ます。
所有者や所有者の住所などに

変更があった場合は、その旨の
届け出が必要です。
届け出先は、軽自動車は県軽

自動車協会、小型二輪自動車は
東北運輸局岩手支局、原動機付
自転車、小型特殊自動車は町役
場税務課です。
詳しくは町税務課町税管理担

当（�内線146）まで。

までに加入手続きすることにより現
行掛金表が適用され、改正後の加入
手続きに比べて負担が軽くなります。
この制度は、心身障害者の保護者

の相互扶助の精神に基づき、保護者
が生存中掛金を納付することにより、
保護者が亡くなった場合などに障害
者に終身年金を支給する任意加入の
制度です。
【問い合わせ、加入手続き先】町役場
福祉課地域福祉担当（�役場内線129）

総務省東北総合通信局では、電気
通信サービスに関する利用者の意見
や要望を幅広く聴き、今後の情報通
信行政に反映させるため電気通信サ
ービスモニターを募集します。
【応募資格】電話、インターネットな
ど電気通信サービスに関心がある東
北地区に住んでいる20歳以上の人。
【モニターの任務】①アンケート（年2
回予定）への回答、②各地域で開催す
るモニター会議への出席（別途出席を
お願いした場合）
【委嘱期間】平成20年6月1日～平成
21年3月31日
【募集人員】120人
【募集期間】3月3日～4月4日
【謝礼金】モニターの任務を行った場
合に謝礼金を支払います。

【募集方法】郵便番号、住所、氏名
（ふりがな）、電話番号、年齢、性別、
職業、メールアドレス（任意。携帯電
話除く）、応募の動機、モニター会議
参加有無を記入し、はがきの表面ま
たはファックス送信用紙に「モニタ
ー希望」と明記。
【応募先】〒980－8795仙台市青葉区
本町3－2－23 東北総合通信局電気
通信事業課　�022－221－0613

町では、平成20年度から広報しず
くいしと町ホームページ（ＨＰ）に民
間企業などの有料広告を掲載します。
広告の掲載は、町民サービスの向

上と地域経済を活性化させるととも
に、町が保有する資産の有効活用と
自主財源の確保を目指しています。
広告主の募集は、広報しずくいし

は広告取扱業者を通じて行い、町Ｈ
Ｐは広告主から直接申し込みを受け
ます。広告枠は、広報しずくいし本
号8枠、お知らせ版4枠、町ＨＰに５
枠を見込んでいます。
どうぞ事業ＰＲの媒体としてご活

用ください。詳しくは町ＨＰをご覧
ください。
【問い合わせ先】経営推進課　広報紙
→広聴広報担当（�役場内線276）、Ｈ
Ｐ→情報統計担当（�役場内線253）

安心な暮らしへ日常生活用具で支援します

高齢者福祉
サービス通信

○雫石町地域包括支援センター �691－1105
○日赤鴬鳴荘在宅介護支援センター �695－2536
○在宅介護支援センター笑々館 �692－3164
○はーとぽーと雫石在宅介護支援センター

�691－1022
○在宅介護支援センターおみょうじん �691－2550
○町役場福祉課高齢者福祉担当�692－2111（119）

冬の寒さで高齢者の運動量が少なく
なり、高齢者世帯では転倒事故や火気
の取り扱いが心配されます。
町では、このような高齢者が日常生

活を安心そして安全に暮らせるよう支
援するため日常生活用具を給付してい
ます。
【対象者】町内に住所を有する概ね65
歳以上の高齢者世帯またはこれに準じ
る世帯であり、日常生活上の援助が必

要な人、転倒骨折の危険がある人
【給付内容】電磁調理器、火災警報機、
自動消火器、１点杖、シルバーカー、
段差解消用具、滑り止めマット、腰掛
け便座、入浴補助用具
【貸与】福祉電話
【費用負担】所得に応じて負担金があ
る場合があります。
【相談・申し込み先】町地域包括支援
センターまたは在宅介護支援センター

2月の納税　国保税第8期

広報しずくいし　第603号

（12月届け出分）

おめでた カッコ内は保護者名

11月

28 松原　市悟
い ち ご

・男・（一生）上町一

12月

1 吉田　夢望
ゆ め の

・女・（博輝） 鴬　宿

3 中川　梨央
り お

・男・（博貴） 五　区

6 渡辺　華恋
か れ ん

・女・（ 睦 ）高前田一区

10 村田　諒生
り ょ う

・男・（ 誠 ）上町三

12 中村茉莉那
ま り な

・女・（成亨） 林

21 坂井花莉那
か り な

・女・（尚樹）五　区

26 高橋　澪央
れ お

・男・（秀之）安　庭

おくやみ カッコ内は世帯主名と享年

12月

1 沼田フクエ（本人・79） 上町二

2 石井　　勇（本人・60） 五　区

4 川崎久一郎（広幸・90） 安　庭

5 下澤田夕紀（正志・11） 岩　持

5 高橋　ナカ（耕一・90） 片子沢

7 山本　一二（本人・77） 外桝沢

8 南條　昌稔（信明・77） 土　橋

11 三河　啓一（本人・53） 矢　櫃

12 村田マサエ（本人・73） 馬　場

13 藤井マツノ（義則・80） 駒木野

14 馬坂　幸吉（良一・84） 篠　崎

16 袖林　亀松（ 孝 ・85） 上駒木野

17 清水端恵美（雪夫・35） 上西根

19 上田　他人（文夫・91） �根田

27 石川　ヨシ（安藤実・80） 片子沢

電気通信に関心の高い
モニターを募集します

町広報紙・ＨＰに広告
新年度から掲載します
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町では、昨年から続いている石油
価格の高騰を受け、低所得者世帯な
どを対象に福祉灯油購入費助成事業
を実施し、1世帯に1万円を助成して
います。
該当者と見込まれる世帯主には 1

月18日付けで手続き案内の通知をし
ています。まだ請求手続きが済んで
いない場合は、早めに手続きをして
ください。
なお、歩行困難などにより外出が

不自由な場合は、担当する民生委員
または町役場福祉課（福祉企画担当�
役場内線118）までご連絡ください。

県立農業大学校では、農業に関心
をもつ人を対象に農業の知識や農作
物の栽培方法の研修を行い、将来の
就農に役立てる「いわて農業入門塾」
の受講生を募集しています。
【開講期間】5月3日～10月18日
【開講日】毎週土曜日
【場所】県立農業大学校
【対象】農業を広く学びたい人
【内容】露地とビニールハウスを使っ
て野菜栽培の講義（5回）、栽培実習
（25回）

【経費】1万円（教材費、傷害保険料）
【募集定員】50人
【募集期間】3月10日～4月7日
【応募方法】官製はがき、FAX、岩
手県ホームページ
【応募記入事項】住所、氏名、年齢、
職業、性別、連絡先（電話、FAX）、
農業体験の有無、就農希望の有無、
農用地の有（面積）無（アンダーライ
ンは記入必須事項）
【申し込み・問い合わせ先】同大学校
農業研修センター（�0197－43－2107
�0197－43－2108 〒029－4501 胆沢
郡金ヶ崎町六原字蟹子沢14

平成17年に発生した構造計算書偽
装事件により、「建築確認・検査の厳
格化」を柱とする建築基準法が平成
19年6月20日から改正され、建築確認
に要する日数が延長され、建物によ
っては構造審査のための手数料が新
たに必要となります。
建築する場合は事前に設計者と綿

密な打ち合わせのうえ確認申請を行
ってください。
設計変更を検討する場合は、工事の
スケジュールへの影響について十分
留意してください。
詳しくは岩手県盛岡地方振興局土

木部建築指導課�629－6650まで。

東北地区国立大学法人等職員採用
試験実施委員会では、東北地区に所
在する国立大学法人、独立行政法人
国立高等専門学校機構などの事務系
および技術系の業務に従事する職員
を採用するための試験を実施します。
【受験資格】昭和52年4月2日以降に
生まれた人
【受験申し込み受け付け期間】平成20
年 4月1日～4月10日（配達記録郵便
扱い。持参受け付けはしません）
【第一次試験日】5月18日
【第一次試験地】弘前市、盛岡市、仙
台市、秋田市、山形市、福島市
【採用予定数】事務系62人、技術系30
人
【受験申込書】試験案内、受験申込書
は、同委員会ホームページ（http://w
ww.bureau.tohoku.ac.jp/shiken/）で
確認してください。

心身障害者の保護者などが障害者
の終身年金を目的に加入する心身障
害者扶養共済制度は、平成20年4月1
日から掛金のほか、弔慰金や脱退一
時金の額が変わります。
新たに制度加入する場合、2月25日

広報しずくいし　第603号

生ごみ処理機購入に補助
町では、生ごみ処理機（コンポスト、電

動生ごみ処理機）の購入費用の一部を補助
しています。家庭ごみの中で重量が多い生
ごみの減量行動にご利用ください。生ごみ
処理機の価格は、コンポストが数千円、電
動生ごみ処理機が4－7万円ほどです。電
動生ごみ処理機の電気代は月400－1千円
程度。水切りをしっかり行い処理時間を短
縮することや夜間電力を利用するなどの工
夫で電気代を減らすこともできます。処理
された生ごみは堆肥となり、畑などに使え
ば資源循環型の暮らしにつながります。
対象は、町内に住んでいる町民で、購入

費用の2分の1以内（限度額＝コンポスト
3千円、電動生ごみ処理機3万円）です。
担当：町役場環境対策課（�役場内線166）

資源ごみ情報　分別排出でリサイクルを推進しましょう

びん類 缶類 プラ類 紙類 鉄くず 合計

4～ 11月 140,570 83,710 49,390 355,410 36,670 665,750

12月 32,660 7,890 3,170 38,640 5,120 87,480

合　計 173,230 91,600 52,560 394,050 41,790 753,230

前年同期 198,880 131,560 41,980 405,320 0 777,740

比較 △25,650 △39,960 10,580 △11,270 41,790 △24,510

（単位：kg）

＜資源化実績＞

◆今日からできる生ごみ減量のイロハ
毎日台所から出る生ごみ。減らすのに特別な工夫は必要ありません。

誰でも今日から取り組むことができます。家族みんなでチャレンジして
みましょう。
《生ごみ減量のポイント》
●食材を残さず使い切る　●食べ残しをしない　●賞味期限が切れる前
に使う（食べる） ●野菜などの皮は、水分を含ませないようにし、ごみ
袋（箱）に入れる　●最後にギュッとひとしぼり、水切りをする

建築確認は安全確保へ
日数かけて審査します

心身障害者扶養共済制
度は新年度から改正へ

福祉灯油請求手続きは
もうお済みでしょうか

いわて農業入門塾開講
“就農準備”に受講を

東北地区国立大学など
職員採用試験行います
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休 日 当 番 医

あとがき
●実は意外と身近な悪質商法。私の友人の
家にも見知らぬ明細が送られてきて、家族
会議になりかけたそうです。個人情報の取
り扱いが騒がれ出したのは最近のこと。20
年以上生きている私の情報はすでに漏れて
いると思うので、身に覚えのない通達には
用心しておこうと思います。 （和恵）
●多重債務は、その借りやすさから増えて
いるそうです。ホタル狩りで「こっちの水
はあ～まいぞ」と誘うのと同じかも。味に
は酸っぱい、甘い、辛いなど多様な表現が
あります。この歳になると歯も弱ってくる
ので、人生甘い誘いには気をつけたい（一）

●
キ
ラ
リ
！
輝
く
雫
石
人

◆2月
17日 篠 村 泌 尿 器 科 692－1285
24日 高 橋 医 院 692－3318

◆3月
２日 鴬 宿 温 泉 病 院 695－2321
９日 篠 村 泌 尿 器 科 692－1285
16日 上 原 小 児 科 692－3907
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●人のうごき 平成19年12月31日現在
男 9,147人 （△18） 出生 8人
女 9,832人 （ 0） 死亡 18人
計 18,979人 （△18） 転入 30人
世帯数 6,037世帯（ 3） 転出 38人
※カッコ内は前月末増減

●火事・救急　 12月末
火　事 2件 （ 9件）
救　急 57件 （623件）

※カッコ内は１月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）
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決
勝
に
向
け
て
の
練
習
期
間
は

短
く
、
通
常
三
カ
月
で
仕
上
げ
る
も

の
を
約
二
カ
月
で
弾
け
る
状
態
に
仕

上
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
気

を
引
き
締
め
ま
す
。

決
勝
大
会
で
は
入
賞
を
意
識
せ
ず

楽
し
ん
で
弾
き
た
い
と
語
る
大
久
保

さ
ん
。「
賞
を
狙
っ
て
曲
を
仕
上
げ

る
と
、
ガ
ツ
ガ
ツ
し
た
演
奏
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
曲
を
ど
う
仕

上
げ
た
い
か
、
ど
う
持
っ
て
い
く
か

を
考
え
な
が
ら
、
自
分
で
納
得
で
き

る
演
奏
を
し
た
い
で
す
」
と
本
番
を

待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

七

※この日程は医師の都合で変更になることがあります


